
『学校教育魅力化フォーラム』
【存続事例】

◯義務教育学校化（小中一型・義務教育学校へ）
◯英語学習の充実
◯ＩＣＴの活用
◯テレビ会議の導入

■小中一貫教育を導入し，義務教育学校や小中一貫型小学校，中学校を設置
■小規模校のメリットを最大化させるために特色あるカリキュラムを編成
■子どもの活躍の場を保障

北海道占冠村教育委員会
教育長 藤 本 武



東京２３区とほぼおなじ面積

森林は９４％

人口密度 東京豊島区

２２，９９６．９人

占冠村 ２．３人

人口 1,378人（平成30年6月末現在）
外国人 254人



交通アクセスも充実

～道の駅～自然体感占冠



～２０００人以上の宿泊客～



少子化・人口減少に対応した活力ある学校教育推進事業の２つの柱

ふるさと学習 英語学習

占冠大好き教育

地域はどこも学校，

地域の自然・人・物はみな教師である



占冠学園（小中一貫・義務教育学校）

地域学校協働本部・公民館・関係機関

三者（北大・リゾート・村）連携協定

ＩＣＴ環境（TV会議システム・電子黒板）…具体策の一つ





①占冠中央小学校 平成２６年５月からコミュニティ・スクール（５年目）

②「少子化・人口減少に対応した活力ある学校教育推進事業」

平成２７～２９年度 ３年間の取組（占冠中央小学校を中心に）

③トマム小中学校，占冠中学校 平成２８年度からコミュニティ・スクール

④トマム小中学校が，平成２９年度から義務教育学校へ移行

（トマム学校と改称）

⑤占冠中央小学校と占冠中学校が平成３０年度から小中一貫校へ移行

一部教諭の兼務発令実施

⑥占冠学園（村内３校を維持しながら，教育の質を高める教育）の実現



①教職員の共通理解と連携が深まる

②教科担任制度が始まる

③北海道大学大学院との連携が深まる

④占冠中学校との連携が深まる（ネットワーク授業や兼務発令教諭の授業）



①教職員の共通理解と連携が深まる

②中学校教諭（兼務発令）が指導（音楽，算数，補助指導）

③北海道大学大学院との連携が深まる（ネットワーク授業）

④個人カルテの引き継ぎ（中学校へ安心して通学）







岸
院

中

地域学校協働本部・三者連携協定

・「川の学校」や「雪の学校」

・海外からの従業員による国際理解教育

・見守りボランティア

・読み聞かせボランティア

・占冠音頭指導

・器楽指導

・栽培活動

・陶芸指導 等･･･ 北大環境科学院
山 教授

北大地球環境科学
根 特認教授

北大地球環境科学研究 GCOE 
上級コーディネーター 中村氏

三者連携 北大・星野リゾート・村

～北大との連携協力～



（１）ショウ＆テル・英語スキル

（２）英語学習・国際交流集会

（３）個人カルテ作成と活用

（４）ＩＣＴ機器活用

（５）教育環境整備と有効活用

（６）学校間ネットワーク授業

（７）協力大学との遠隔授業・他校とのネットワーク授業

（８）ふるさと学習（伝統文化）・三者連携（北海道大学・星野リゾート・占冠村）

（９）国際感覚を身に付けるプログラム

（10）児童の社会性の育成（縦割り班・管外の児童との通学合宿等）

（11）豊かな学習環境（放課後子ども教室・土曜学習・学習サポート・公設塾）

（12）その他の教育活動（癌教育・薬物乱用防止教室等）



• ショー・アンド・テルの取組 （夏休み作品発表）

• 英語学習 １・２年 ３・４年 ６年

• アスペン短期交換留学における学校訪問



アメリカ合衆国コロラド州
アスペン市との

短期交換留学

占冠中学校２年生とトマム学校８年生が
学アスペン市へ短期留



算数の記録

中学校へ引き継ぐ

学力検査結果

新聞記事
（大会記録等）



（４）ＩＣＴ活用

Ｅライブラリー

修学旅行事前学習

北大との遠隔授業



（４）ＩＣＴ活用

１年から
プレゼンの経験

６年 「水溶液の性質」
～学んだことを論理的に説明～

３年
社会見学まとめ



（４）プログラミング学習

ＬＥＤの点滅の
プログラムを作成中

外部講師～地域おこし協力隊～

プログラムの必要性とプログラム
で出来ること



（５）教育環境整備









（７）他校とのネットワーク授業
占冠中央小～寿都小学校



直線距離２０００㎞

寿都小海の学習紹介.AVI


（８）ふるさと学習 石の学校



（８）ふるさと学習 メープルシロップ





（８）伝統文化授業
ドキュメンタリー映画監督

野田香里氏

文化とはなにか



（８）ふるさと学習「川の学校」「雪の学校」
三者連携（北大・リゾート・占冠村）



修学旅行 北海道大学との連携





（９）国際感覚を身に付けるプログラム
• 「国際感覚を身に付ける」

• 「外国文化、遊び、食に触れる」





（１０）社会性の育成
• ハイゼックス講習

• とま～るとの交流

• 長生会や清流大学

• 通学合宿 日高青少年の家

（管外の小学生との交流）



（１１）豊かな教育環境
～地域学校協働本部との連携スタート～

・長期休業中の学習サポート ・土曜学習（ギター・サッカー）

〇地域学校協働本部（社会教育）
〇公民館（社会教育）
〇中央家庭教育（公民館分館～中央小）
〇学童（福祉子育て支援課）
〇占冠村商工課（企画商工課）
〇占冠村地域おこし協力隊
（企画商工課・農林課林業振興室）

（アコーディオン）

連携打合せ
スタート

学習環境の充実（土曜・放課後・長期休業中等）











子どもたちの成長を語り合う
～学校運営協議会～

• 子どもたちの学習意欲の向上

• 学校が児童にとって安心して過ごせる場所

（かつては）

個別の遊び

（今は）

集団の遊び



平成３０年度学校運営方針

重点目標 豊かな体験を通して子どもの豊かな学びと遊びを実現す

る

学校運営協議会（２月）
次年度の学校経営方針の承認

【以前】

〇自己評価・学校評議員

児童保護者のアンケート

〇評価分析→年度末反省

→経営方針→分掌計画

→ＰＴＡ総会→実施

１ 子どもたちの潜在能力を高める学校

２ 見聞の広い教職員による地域参加型教育活動を展開する学校

３ 多様な交流を通して国や地域の将来を担う子どもを育む学校

４ 国際感覚の高い子どもたちを育む学校

【現在】

〇改善項目の実現と改善

〇応援団としての学校運営協議会



仲が良い学校へ ～旅立ち～



ご静聴ありがとうございました。

占冠へ遊びに来てね！


